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2019年10月16日

第24期日本学術会議若手アカデミー代表
岸村 顕広
（九州大学）

若手アカデミー（第２４期）発足（平成29年12月28日）

三成副会長と記念撮影する若手アカデミーメンバー
埴淵メンバーによるデザイン

学術の既存の枠にとらわれることなく、次の時代に対して
責任を取るべき世代として自覚を持った活動を展開中。
若い力を活かした機動力のある「学者のネットワーク」を
作り、学術の発展に関わる課題だけでなく、社会課題など
にも向き合い、明るい未来の実現を目指している。

６２名で活動中

1

資料３



日本の若手アカデミー（YAJ）の活動：分科会がメイン

①若手による学術の未来検討分科会 
（役員：川口慎介、平田佐智子、 埴淵知
哉）
③イノベーションに向けた社会連携分科会 
（役員：髙山弘太郎、高瀬堅吉、上村想太郎、
谷内江 望）

④国際分科会 
（役員：新福洋子、西嶋一欽、　
中西和嘉、安田仁奈）

②若手科学者ネットワーク分科会 
（役員：岩崎 渉、井頭麻子、前川知
樹、酒折文武）

基本的に縦割りの構造は取らず課題別にグループを設定（多様性と機動力を確保）
　➡従来の『分野別』では解決困難な課題に柔軟に対応
次の時代に対して責任を取るべき世代としての自覚を持った活動
『高度かつ多様な次世代人材のプール』として社会への窓口・ハブとして機能

① ③
②

④
①②

③
④① ③②

若手のための、あるいは、次世代としての活動を”異分野連携の下に”行う。

④
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若手アカデミー運営要綱より

④① ③②
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分科会名称 審議内容、成果など

運営分科会 今後の活動の方向性について議論。

若手による学術の未来検討
分科会

博士課程経験者の多様なキャリアの事例を集めて発信する
準備、学会活動の実態に関する調査（学会名鑑調査）とそ
の分析、その他、学術の将来に関する議論の準備を継続し
て行っている。  

若手科学者ネットワーク分
科会

次年度の若手科学者サミットを企画中 (2019年度内に開
催予定)。若手のネットワークをさらに広げることについ
ても議論をしている。委員長が岩崎渉メンバーへ交代。

イノベーションに向けた社会
連携分科会

シチズンサイエンスに関連する提言の準備、地方での議論
の活性化に向けたイベント、意思表出の準備。

国際分科会
筑波会議の運営、WSFサイドイベント、大学国際化に関
するワークショップ開催、NYAネットワーク会合への参
加、GYA関連の活動。

4各分科会の活動概要
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実施日 名称 内容、成果など

4/9-11 IAP conference（韓国） 新福副代表が招待された。

4/28-5/3
国際代表派遣・GYA annual 
general meeting（ドイ
ツ）

GYAの年次総会に3名の若手アカデミーメ
ンバーが参加（岸村、新福、岩崎）。新福
副代表が、再度執行役員に選出された。

7/31-8/2
国際代表派遣・第4回各国若
手アカデミー会議 
WWMYA2019（ベトナム）

安田仁奈メンバーを派遣、渡辺副会長にも
ご講演いただき、日本のプレゼンスを示し
た。運営には安田メンバーに加え、新福副
代表も関わった。

国際的イベントへの参加
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GYA AGM 2019

新福副代表

岩崎幹事

新福副代表が、再度執行役員に選出
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世界 か国から 名の各国若手アカデミーメンバーが
参加。
　若手アカデミーとシニアアカデミーの連携につい
て、他国が様々な問題を抱え活動がうまくいかないこ
とも多いなか、日本は優良例を紹介でき、大きなイン
パクトを残すことができた。（渡辺先生のご参加が、
特に他国のアカデミーから感謝されたとのこと。）

若手アカデミーの現状把握として、事前に行った調査結果を
まとめ、各国若手アカデミーないしその類似団体の状況報告
の後、以下のような内容を議論。
・コラボレーション、国際コラボレーション　 資金の限界な
ど）
・メンバーの選定、メンバーの従事性 モチベーション、任期
など）
・資金の問題（シニアとの関係、資金集めの可能性、組織の
法的なステータス、など）
・科学の信用とメディア（多くの人に知ってもらう努力、メ
ディアとの対話の練習、 の利用、政策者との繋がりな
ど）

WWMYA２０１９

安田メンバー 渡辺副会長
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8各国若手アカデミーのガイドライン（案）
THE GUIDING PRINCIPLES OF YOUNG ACADEMIES   

1. Excellence: 
YAs strive for both academic excellence and the commitment to reach out to other disciplines and society when 
selecting their members and in their activity. YA members are scholars across all sciences, arts and humanities who 
have completed a doctoral degree and are at an early-mid career stage. (後略) 
2. Impact: 

•ON POLICY: by striving to engage with relevant institutions and stakeholders through member-led initiatives 
and in collaboration with partners such as other academies. Impact may reflect at national (or other relevant) policy 
level and may also involve contributing to guidelines and advice for global policies. 
•ON SCIENCE, ARTS AND HUMANITIES: by promoting initiatives that identify challenges faced by science, 
arts and humanities themselves, as well as by society and young scholars and by exploring solutions to address 
these. YA activities can focus on, but are not restricted to, current and possible future challenges locally and 
globally. 
•ON SOCIETY: by providing outreach to engage with the whole of society to enable more interaction between 
scholars, policy makers and members of the public. 

3. Diversity and inclusivity:（省略） 
4. Responsibility:  
YAs have a responsibility to advocate for, and promote best practices within the science, arts and humanities 
community. YAs also have a responsibility to society, including but not limited to engaging with grand societal 
challenges, and maintaining a linkage between scholars and the society. （後略） 
5. Knowledge-based evidence:（省略） 
6. Independence and transparency:（省略） 
7. Integrity: 
Maintaining a strong positive reputation is crucial for impact. For YAs to lend a credible voice to global issues and 
grand societal challenges, a platform that is above reproach and free of scandal is required. Accordingly, YAs 
intentionally and proactively commit to high standards of academic and social integrity and ethics.4



国際的イベント（今後の予定）

「世界から産官学の優秀な若手人材を集め、彼らに討論の場を提供するこ
とです。彼らが未来のビジョンを語り、協働する仲間に出会う場の形成を
目指しています。（HPより抜粋）」 
第１回のメインテーマは、Society5.0とSDGs。

第１回筑波会議(１０月２-４日)

若手アカデミーが４つのセッションの運営を担当。
• Special Plenary with Nobel Laureates

• ESG investments for the promotion of science and technology ~ collaboration 
is the key for SDGs!

• How perfect is the SDGs? - Reconsideration of SDGs from the viewpoint of 
inclusiveness and "immiscible" science advices

• G7 Young Scientist Meeting: Citizen science for updating "science" in the 
SDG era
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『産経新聞』９月２７日
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国際的イベント（今後の予定）

武内副会長と若手アカデミーメンバーで
サイドイベントを運営

World Science Forum（11月20-23日）
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本年、日本で開催されたS20の共同声明を受けて、SDGs達成に向けた科
学者の立ち位置やscience adviceなどについて、特に海洋環境保全の問
題を題材に議論予定。
1.Kazuhiko Takeuchi; Vice-President, Science Council of Japan
2.Nina Yasuda; Secretary of Sub-committee of International Activities, 

Young Academy of Japan 
3.Akihiro Kishimura; Chair, Young Academy of Japan/ Member, Global 

Young Academy
4.Shunsuke Managi; Member, Young Academy of Japan 
5.Michael Saliba: Executive Committee, Global Young Academy, 

Germany/Switzerland
6.Wibool Piyawattanametha: Alumni of Global Young Academy, Thailand

地方における若手科学者を中心とした学術活動の活性化

◯若手科学者や地域社会等の意見を取り入れた若手アカデミーの提言の質の向上 
◯国内外の若手科学者間のネットワーク構築によるアイディアの共有やイノベーションの創出 
◯社会との対話による地方における様々な課題の解決に向けた提案や科学リテラシーの普及・啓発

（内閣府日本学術会議） 

事業イメージ・具体例

期待される効果

事業概要・目的

日本学術会議
若手アカデミー

地方の
若手科学者

ネットワークの構築 
後継者の育成

若手科学者

◯地方経済界、地方メディアと連携
　　課題把握、情報発信

◯国際比較による議論
　　現状認識・知見等共有

◯市民参加型の自由討議
　　社会との対話・発信

課題課題課題課題把握把握把握把握 情、情、情、情報発報発報発報発信信信信

現状現状現状認識認識認識 知知知見等見等見等共有共有共有

社会社会とのとの対話対話 発発信信

日本 の

地方においてワークショップを開催

情報交換・議論等

日本学術会議若手アカデミーの活動 
（日本で唯一の学際的なアカデミー）

◯若手アカデミーの科学者の多くは地方課題の認識、
地方との交流が不足しており、地方の若手科学者は、
学術界の最新動向に接する機会が不足している。 
◯若手科学者が学際交流等で刺激を得て、革新的な研
究テーマやアイディアを創出していくとともに、若手
アカデミーが「若手の代表」として提言を表明するこ
とが重要。

現状と課題

◯若手アカデミーと地方在住の若手科学者との情報交
換・議論を展開。また、地方の産業界・メディア・市
民等を交え、今後の若手科学者・若手アカデミーの在
り方を議論。

課題解決への取組
有有有有

連携携携携携携携携
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大学国際化に向けて地方の成功事例に学ぶ
7月26日に現地ヒアリングをかねて分科会
を開催。 
別府市役所の方に、市としての国際化への取
り組みや留学生の活用に関する聞き取り。 
立命館アジア太平洋大学（APU）国際協
力・研究部副部長の笹川秀夫教授にAPUで
の取り組みや、現状について聞き取り。

聞き取り内容を踏まえて登壇者を調整し、
令和2年１月2３日にワークショップを開催
する準備を進めている。 
別府の事例を共有する目的で、地方開催とし
ネット配信の準備も同時に進めている。 
（幅広く大学の国際部などへ案内することを
予定している。）

13
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委員会/分科会名称 内容、成果など

科学者委員会
軍事的安全保障研究声明に関するフォローアップ分科会に若
手アカデミーから岸村・川口が参加。

男女共同参画分科会
新福副代表が議論に参加。若手アカデミー（埴淵、川口、新
福）が参画してアンケートを作成、現在結果を分析中。

研究計画・研究資金検討
分科会

大矢根メンバーがマスタープラン関連の議論に参加、周知可
能な情報に限り、若手アカデミー内で共有した。

学術体制分科会
岩崎幹事が第６期科学技術基本計画に向けての提言の議論に
加わり、若手の意見を伝えている。

学術と教育分科会 引き続き西嶋メンバーが議論に参加している。

学協会連携分科会
引き続き川口メンバーが議論に参加しており、若手アカデミ
ー・学術の未来分科会の活動として行った学会名鑑調査の内
容を速報として共有した。

研究評価分科会 若手アカデミーから2名が委員として議論に参加。

科学者委員会関連
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実施日 名称 内容、成果など

7/25 Ｇサイエンス学術会議共同声
明・記者会見

日本学術会議にて行われた記者会見に、山極会長、渡辺
副会長、武内副会長と共に新福副代表が列席。

8/8 Gサイエンス学術会議・共同
声明の安倍総理への手交

G７サミットに向け、G７各国の学術会議と共同で出さ
れた声明を参加各国の政府首脳に対して手交。

8/8 総合科学技術・イノベーショ
ン会議有識者議員懇談会

若手アカデミーメンバーを中心に、若手研究者からの要
望・アイデアを取りまとめて山極会長に届け、会議の議
題にしていただいた。（8月30日科学新聞にて報道）

8/23 若手アカデミー全体会議

各分科会も同時に開催し、今後の活動について議論し
た。内閣府CSTIの上席科学技術政策フェローである江端
新吾氏がオブザーバー参加する中で、議論を深めた。散
会後、有志による研究交流会を実施した。

その他の動き

- ５名任期満了による退会、４名新規加入（特任連携会員）があった。 
- 高瀬&酒折メンバーが、課題別委員会『科学的エビデンスに基づく「スポーツの価
値」の普及のあり方に関する委員会』の議論に参加。 

- 岸村代表と新福副代表が文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会の下に
設置された人文学・社会科学特別委員会の臨時委員に就任。 

- 狩野メンバー（就任当時）が外務大臣次席科学技術顧問に就任。
西嶋メンバーが外務省科学技術外交推進会議の委員に就任。 

- その他、文科省と随時意見交換（研究力向上、人社連携、キャリア教育など） 
- NHKの取材に協力（研究力低下、若手の環境などに関する話題）。
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新福副代表 岩崎幹事
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予定日 名称 予定される内容

10/2-4 筑波会議 若手アカデミーが協力機関として参画し、GYAと
も連携して複数のセッションを企画・運営。

10/3
学術フォーラム「科学的エビ
デンスに基づく「スポーツの
価値」の普及のあり方」

高瀬、酒折の両メンバーが同名の日学委員会に参
加し、積極的に議論に加わるとともに、当日の
パネルに高瀬メンバーが参加。

10/5 10th EU-Japan Science 
Policy Forum （京都） 若手アカデミーを代表して、新福副代表が参加。

10/5-8 STS Forum Annual 
Meeting 2019（京都）

安田メンバーをFuture Leaders Programに派
遣。また、新福副代表がAnnual Meeting内で講
演を依頼されている。

2020.
1/23

公開ワークショップ「大学
の国際化による地方活性化
促進：地域拠点としての大学
の在り方を考える」

大学を中心とする国際化の成功事例に学ぶべ
く、別府で開催。当地の地域行政、大学、ボラ
ンティアの方、及び、文科省の方にご登壇いただ
き議論を深める。オンライン配信を計画。

１月予定 全体会議 全体会議を予定、日程調整中。

主な活動予定(2020年3月まで)

-残り１年となるので、意思表出を視野に入れてまとめに入るとともに、
次の期を睨んでの新たな取組についても検討を進める。10




